
３  一貫制博士課程における中間評価及び修士の学位取得について 

 

（1）中間評価 

本学の一貫制博士課程研究科・専攻では、一貫制の課程にしてはじめて可能な教育研究指導の連続性と一貫性をより有効に機能させ

るために、学生に対して中間評価を行っています。 

中間評価とは、大学院博士課程の在学期間中において、学生が入学以後に授業と研究指導によってどのように成長し、成果をあげてき

たかを評価すると同時に、研究者としての素質と能力を改めて調べることを目的としており、中間評価の合格者のみが博士論文を提出し課

程修了することが認められます。 

なお、中間評価の実施方法及び時期については別表のとおり各研究科、専攻別に定められており、所属する研究科の中間評価の実施

方法、時期等を確認し中間評価を受けてください。 

 

(2) 修士の学位 

    本学一貫制博士課程（医学を履修する課程及び編入学者を除く。）では、２年以上在学し、研究科の定める履修方法に従い３０単位以上

を修得し、かつ、必要な研究指導を受け修士論文を提出し、その審査及び試験に合格した場合は、修士の学位を取得できます。 

    なお、修士の取得をもって中間評価合格とする研究科・専攻があります。 

（詳細は、「博士課程中間評価実施方法」を参照してください。） 

研     究     科  専  攻  等 学             位 

人文社会科学研究科 

哲学・思想専攻 
修士（文学） 

歴史・人類学専攻 

文芸・言語専攻 修士（文学）又は修士（言語学） 

生命環境科学研究科 環境バイオマス共生学専攻 修士（学術）、修士（理学）、又は修士（農学） 

    

上記のほか、学際的な分野を専攻した者にあっては、修士（学術）とする場合がある。 

   詳細については、指導教員に確認してください。 



一貫制博士課程中間評価実施方法

研
究
科

専
攻
等

中間評価の実施 中間評価の方法
中間評価不合格者に

対する指導
申請の条件

　　　要提出物及び
　　　その仕様

申請日時 審査方法 その他

哲
学
・
思
想

原則として、第２年次に中間
評価を受けなければならな
い。ただし、在学期間が３年
を超えた者はこれを受けるこ
とができない。

修士の学位をもって合格と
する。

専攻教育会議におい
て検討する。

①24ケ月以上在学見込。
②所定の科目について３０
単位以上修得見込。
③論文の題目等を当該年
度の４月末日までに提出す
ること。

①中間評価論文正
本１部、副本２部（製
本）
②論文概要等（４部）

１２月第３週の木曜日
と金曜日
（当日が休日の場合
は、その都度定め
る。）

学位規程等の定めると
ころによる。

①合格者には、博士論文提出
資格を認める。
②外国留学、病気、その他特
別の事情のある者は、専攻の
判断により、３年次以後に中
間評価を受けることができる。

歴
史
・
人
類
学

原則として、第２年次に中間
評価を受けなければならな
い。ただし、在学期間が３年
を超えた者はこれを受けるこ
とができない。

修士の学位をもって合格と
する。

専攻で検討する。 ①24ケ月以上在学見込。
②所定の科目について３０
単位以上修得見込。
③当該年度の５月最終の
平日までに題目の申請。

①中間評価論文の
題目等の提出
②中間評価論文正
本・副本各１部（製
本）

１２月第３週の木曜日
と金曜日
（当日が休日の場合
は、その都度定め
る。）

①学規程則及び審査内
規等の定めによる。
②学位規程の定めによ
る。口述・学力試験は主
査・副査・当該領域担当
の全員で行う。

①合格者には、博士論文提出
資格を認める。
②出産、育児、介護、長期の
入院等の事情のある者は、専
攻の判断により、3年次以後
に中間評価を受けることがで
きる。

文
芸
・
言
語

原則として、第２年次に中間
評価を受けなければならな
い。

修士の学位をもって合格と
する。

専攻で検討する。 ①24ケ月以上在学見込。
②所定の科目について３０
単位以上修得見込。

中間評価論文３部
（製本）

１２月第３週の木曜日
と金曜日
（当日が休日の場合
は、その都度定め
る。）

学位規程等の定めると
ころによる。

外国留学、病気、その他特別
の事情のある者は、専攻の判
断により、３年次以後に中間
評価を受けることができる。

生
命
環
境
科
学
研
究
科

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
共
生
学

原則として、第２年次に中間
評価を受けなければならな
い。

修士の学位授与をもって合
格とする。

翌年度以降、再度中
間評価を受けなけれ
ばならない。

２年以上在学し、所定の科
目について３０単位以上修
得見込。

修士学位論文
（製本）

専攻長が定める日 学位規程等の定めると
ころによる。

合格者のみが博士論文を提
出することができる。

人
文
社
会
科
学
研
究
科



一貫制博士課程中間評価実施方法
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生
命
シ
ス
テ
ム
医
学

原則として、第２年次におい
て中間評価を受けなければ
ならない。

中間研究の評価による合否 中間研究報告書を再
提出し、随時再審査
を申請することができ
る。

18ヶ月以上在学し、
所定の科目について３０単
位以上修得見込。

中間研究報告書 3月31日（当日が土曜
日又は休日の場合
は、その前日）
9月30日（当日が土曜
日又は休日の場合
は、その前日）

専攻中間評価審査専門
委員会（主査１名、副査
３名）による審査。中間
研究発表会における研
究報告及び質疑応答に
より実施。
医学系専攻運営委員会
での決定。

合格者のみが博士論文を提
出することができる。

疾
患
制
御
医
学

原則として、第２年次におい
て中間評価を受けなければ
ならない。

中間研究の評価による合否 中間研究報告書を再
提出し、随時再審査
を申請することができ
る。

18ヶ月以上在学し、
所定の科目について３０単
位以上修得見込。

中間研究報告書 3月31日（当日が土曜
日又は休日の場合
は、その前日）

専攻中間評価審査専門
委員会（主査１名、副査
３名）による審査。中間
研究発表会における研
究報告及び質疑応答に
より実施。
医学系専攻運営委員会
での決定。

合格者のみが博士論文を提
出することができる。

ヒ

ュ
ー

マ
ン
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

原則として、第２年次におい
て中間評価を受けなければ
ならない。本プログラムの中
間評価は、「第一次適性試
験」（QE1と呼称）として行う。

書面審査及び口頭発表と口
頭試問による合否

プログラム運営委員
会において検討す
る。

2 年次終了時までにすべて
の必修科目を含めて 60 単
位以上修得見込。

3 年次以降に行う学
位論文研究計画書
または企画書１部

4月入学者：2年次10
月末締切
9月入学者：2年次3月
末締切

ＱＥ１実施委員会（主査
１名、副査２名を含む３
名以上）による審査。第
一次適性試験（ＱＥ１）
における研究計画の発
表及び質疑応答により
実施する。
プログラム運営委員会
及びグローバル教育院
会議での決定。

エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

原則として、第２年次におい
て中間評価を受けなければ
ならない。本プログラムの中
間評価は、「博士論文研究
基礎力審査」（QEと呼称）と
して行う。

書類審査及び面接審査によ
る合否

プログラム運営委員
会において検討す
る。

①２年以上在学見込
②所定の科目について３０
単位以上修得見込
③達成度評価の自己点検
において、項目１～４が最
終達成度審査満点の４０%
以上に到達

特定課題研究論文 １月（特定課題研究論
文の提出は２月）

博士論文研究基礎力審
査委員会（主査１名、副
査２名を含む３名以上）
による審査。特定課題
研究論文発表会におけ
る研究報告及び質疑応
答により実施。
プログラム運営委員会
及びグローバル教育院
会議での決定。

３年次編入学者で、他の大学
院等において修士の学位を取
得した者、またはQEに合格し
た者は、中間評価に合格した
ものとして扱う。

人
間
総
合
科
学
研
究
科

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
院
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